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評価ガイド
お問い合わせ先 : SCEFEED@microsoft.com
2007 年 4 月
はじめに
このドキュメントには、ユーザーの環境で Essentials 2007 を評価する方法の概要が記載されています。以下のシナリオは、機能の内容別に分けられています。指定された順序でこれらのシナリオを実行するようにお願いいたします。一部のシナリオは前のシナリオが完了していないと実行できません。そのため、指定された順序でシナリオを実行することにより、1 つのシナリオから次のシナリオに間違いなく移ることができます。  

フィードバックの送信先
フィードバックは Essentials のニュースグループに投稿できます。あるいは、コメントを scefeed@microsoft.com に送信できます。
SQL Server :  会社が SQL の完全なライセンスを保有しておらず、組織内のリモート データベースの使用を評価したい場合は、SQL の評価版をダウンロードしてサーバーにインストールすることをお勧めします。体験版 SQL Server のダウンロードとインストールに関する情報は、以下を参照してください。  

http://www.microsoft.com/sql/downloads/trial-software.mspx
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1. セットアップと展開
a. WSUS アップグレードによる単一サーバー インストール
シナリオの説明
Essentials 2007 管理サーバーを、既存の WSUS 2.0 サーバーにインストールします。
成功基準
最後のセットアップ ダイアログが Essentials コンソールを起動し、構成プロセスを完了すると、Essentials のセットアップは正常に終了します。セットアップが正常に完了しない場合は、セットアップ エラーの詳細を Sce*.log、SceSetup*.log、SceReporting*.log、WSUS*.log、および FullPrereqreport.xml (すべて TEMP ディレクトリにあります) とともに、microsoft.beta.sce.setup ニュースグループに投稿してください。
手順
1. WSUS 2.0 をサーバーにインストールします。  

a. WSUS 2.0 を、http://www.microsoft.com/windowsserversystem/updateservices/downloads/WSUSSP1.mspx からダウンロードします。
2. SetupSCE.exe を起動し、単一サーバー上で標準的なセットアップを順に実行します。
注 : WSUS 2.0 サーバーへのアップグレードを促されます。[はい] を選択してください。
b. 分散インストール
シナリオの説明
Essentials 2007 管理サーバーを 1 つのサーバーにインストールし、リモート SQL インスタンスを別のサーバーで使用します。
成功基準
最後のセットアップ ダイアログが Essentials コンソールを起動し、構成プロセスを完了すると、Essentials のセットアップは正常に終了します。セットアップが正常に完了しない場合は、セットアップ エラーの詳細を Sce*.log、SceSetup*.log、SceReporting*.log、WSUS*.log、および FullPrereqreport.xml (すべて TEMP ディレクトリにあります) とともに、microsoft.beta.sce.setup ニュースグループに投稿してください。


手順
1. SetupSCE.exe を起動し、セットアップを順に実行します。途中でリモート データベース インスタンス (別のサーバー上にホストされています) を選択します。
また、セットアップ中にインストール ファイルのパスを変更すると、SCE は既定の場所とは異なる場所にインストールされます。
c. リモート操作コンソールのインストール
シナリオの説明
Essentials 2007 コンソールを別のコンピュータにインストールし、Essentials 2007 サーバーをリモート管理します。
成功基準
Essentials コンソールのセットアップは正常に完了します。コンソールは、リモート Essentials 2007 管理サーバーに正常に接続します。セットアップが正常に完了しない場合は、セットアップ エラーの詳細を Sce*.log、SceSetup*.log、SceReporting*.log、WSUS*.log、および FullPrereqreport.xml (すべて TEMP ディレクトリにあります) とともに、microsoft.beta.sce.setup ニュースグループに投稿してください。
手順
1. Essentials サーバーでないコンピュータで SetupSCE.exe を起動し、[ユーザー インターフェイス] インストールを選択します。
2. Essentials 2007 コンソールを起動し、管理サーバーに接続します。
2. アップグレードと移行
d. WSUS 2.0 または 3.0 からのアップグレード
シナリオの説明
このシナリオでは、単一サーバー インストール構成に Essentials をインストールし、WSUS 2.0 をアップグレードします。
成功基準
Essentials 2007 サーバーがフルインストールされ機能しています。
手順
3. WSUS 2.0 をサーバー A にインストールします。  

a. WSUS 2.0 を、http://www.microsoft.com/windowsserversystem/updateservices/downloads/WSUSSP1.mspx からダウンロードします。
4. SetupSCE.exe を起動し、単一サーバー上で標準的なセットアップを順に実行します。
注 : WSUS 2.0 サーバーへのアップグレードを促されます。[はい] を選択してください。
3. 構成の開始
a. 機能の構成ウィザードによる Essentials の構成
シナリオの説明
このシナリオでは、機能の構成ウィザードを実行して SCE サーバーを構成する方法を示します。
成功基準
SCE サーバーは、ドメイン ポリシーを使用して、機能の構成ウィザードを正常に終了します。
手順
1. 任意の [概要] ウィンドウ (たとえば、Essentials 2007 の [コンピュータ] をクリックするとアクセスできるウィンドウ) で、「Essential の構成が正常に完了していない」ことを示す警告が表示されます。
2. [Require: Configure Product Features] リンクをクリックして、機能の構成ウィザードを開始します。
3. [Introduction] ページで、[次へ] をクリックします。
4. [Specify proxy if required] ページで、[次へ] をクリックします。
5. [Choose a Policy Type] ページで、[Yes, configure a domain-level Group Policy for me] の既定の選択をそのまま使用します。
注 : ドメイン レベルのグループ ポリシーを作成するのに必要なアクセス許可がない場合は、ドメイン レベルのグループ ポリシー オプションは選択できません。この場合、ローカル ポリシー オプションを使用してください。
6. [Create Windows Firewall Exceptions] ページで、[Yes, create Windows Firewall exceptions] の既定の選択を変えずに、Essentials がエージェントをリモート インストールできるように、クライアント上にファイアウォールの例外が作成されるようにします (あらかじめ、ドメイン グループ ポリシーを選択している場合に限り可能です)。
7. [Enable Remote Assistance of Computers] で、[Yes, enable Remote Assistance] の選択を変えずに、管理されているコンピュータをリモート アシスタンスがリモート制御できるポリシーを作成します (あらかじめ、ドメイン グループ ポリシーを選択している場合に限り可能です)。
8. [Agentless Exception Monitoring of Computers] で、[Yes, collection application errors] の既定の選択を変えずに、場所 (例 : C:\ErrorData) を指定します。これによって、この機能を有効にするために必要なポリシーが作成されます。
9. [Specify error collection settings] ページで、[次へ] をクリックします。
10. [Daily Health Report Settings] ページで、[はい] を選択します。
· [Recipient Address] フィールドに、電子メール アドレスを入力します。
· [SMTP サーバー] フィールドに、SMTP サーバーの名前を入力します。
· SMTP サーバーが、標準ポート 25 以外のポートでリッスンする場合は、[ポート] フィールドにそのポート番号を入力します。使用するポート番号がわからない場合は、既定のポート番号 25 を使用します。
· SMTP サーバーで認証が必要な場合は、[認証モード] に [Windows 統合] を選択するか、この項目を [匿名] に設定します。SMTP サーバーの認証要件がわからない場合は、既定の [匿名] のままにしておくか、SMTP サーバーの管理者に正しい設定を問い合わせてください。
· [Send report daily at field] で、日次の状態が配信される時刻を選択します。
· 任意 : [テスト] ボタンをクリックします。日次の状態レポートのサンプルを、電子メールの受信トレイで確認してください。電子メールがすぐに届かない場合は、しばらくお待ちください。それでも電子メールが届かない場合は、ウィザードのこのページで設定をダブルチェックしてください。すべてが正しく設定されているにもかかわらず、テストの電子メールが届かない場合は、[No, do not configure the daily health report at this time] オプションを選択して、シナリオを続行してください。
11. [Scheduled Discovery] ページで、[Yes, automatically discover and manage all computers in my domain] の既定の設定を変更せずに、[Configure] をクリックします。
注 : ドメイン内のすべてのコンピュータを管理しない場合は、[No, do not automatically discover and manage all computers in my domain] オプションを選択してください。ただし、このオプションを選択すると、[管理] 領域の [概要] ページにある [Configure computers and devices to manage] リンクを使用して、管理するコンピュータを手動で検出する必要があります。
12. ウィザードが正常に終了したら、[閉じる] をクリックします。
e. コンピュータの検出
シナリオの説明
このシナリオでは、管理されているコンピュータの検出ウィザードを使用して、環境内のクライアントを検出します。
成功基準
すべてのクライアントとサーバー コンピュータを正常に検出できます。すべてのコンピュータは正常にインベントリをレポートします。
手順
1. 任意の [概要] ページ (たとえば、Essentials 2007 の [コンピュータ] をクリックするとアクセスできるページ) で、「Essential の構成が正常に完了していない」ことを示す警告が表示されます。[Configure computers and devices to manage] をクリックして、コンピュータとデバイスの管理ウィザードを開始します。
2. [Introduction] ページで、[次へ] をクリックします。
3. 次のページの [Auto or Advanced?] では、[Automatic computer discovery] の既定の設定を変更せずにそのまま使用します。
注 : ドメイン内のコンピュータすべてを検出および管理しない場合は、[Advanced discovery] オプションを使用してください。このオプションでは、管理するコンピュータの種類 (サーバーおよびクライアント、またはそのいずれか) を選択したり、Active Directory オプションを使用して、検出および管理するコンピュータを選別したりできます。あるいは単に、検出および管理するコンピュータ名の一覧を入力できます。
4. [管理者アカウント] ページで、既定の選択を変更せずに [Discover] をクリックします。
5. 検出が完了したら、管理するコンピュータを選択して [次へ] をクリックし、[終了] をクリックします (選択したコンピュータに対してエージェントを展開するのに数分かかる場合があります)。
6. エージェント インストール タスクが正常に終了したかどうかを確認します。正常に終了しなかった場合は、Essentials 2007 で [管理] ボタンをクリックし、[管理] 領域 ([レポート] 領域の下にある金色の歯車アイコン) を開いて、[Pending Management] をクリックします。このビューには、トラブルシューティングの手順が示されます。また、インストールが完了しなかったコンピュータにエージェントを再インストールできます。
7. 各 SCE サーバー上のこれらのクライアントに対して、インベントリがレポートされることを確認します ([Detect Software and Updates Now] タスクを実行して、インベントリの収集を迅速化できます)。
f. Microsoft Update の基本設定の構成
シナリオの説明
このシナリオでは、Essentials を構成し、更新プログラムと Microsoft Update を同期するプロセスを順に確認していきます。
成功基準
更新管理の構成ウィザードを正常に実行し、Microsoft Update との同期が開始されることを確認できます。
手順
1. 任意の [概要] ウィンドウ (たとえば、Essentials 2007 の [コンピュータ] をクリックするとアクセスできるウィンドウ) で、「Essential の構成が正常に完了していない」ことを示す警告が表示されます。
[Configure Microsoft Update Settings] リンクをクリックし、更新管理の構成ウィザードを開始します。
2. [Introduction] ページで、[次へ] をクリックします。
3. [Specify proxy if required] ページで、[同期] をクリックします。
4. [製品] ページで Microsoft Update と同期する製品を選択し (あるいは既定の選択を使用し)、[次へ] をクリックします。
5. [Update Languages] ページで、[次へ] をクリックします。
注 : 英語以外の言語を選択する場合は、[No, I will chose the languages I want to download from the list below] オプションを選択し、必要な言語を選択します。同期プロセスの所要時間は、追加の言語を選択するたびに長くなります。
6. [Classifications] ページで、[次へ] をクリックします。
注 : 追加の製品クラスを選択する場合は、[No, I will choose the types of updates I want to download] オプションを選択し、追加するクラスを選択します。同期プロセスの所要時間は、追加のクラスを選択するたびに長くなります。
7. [Auto Approvals] ページで、[次へ] をクリックします。
注 : 本稼動環境に Essentials を展開しており、管理されているすべてのコンピュータに、このページで選択された更新プログラムを自動的に展開するかどうかわからない場合は、[No, I will manually approve all updates] オプションを選択します。あるいは [変更] ボタンをクリックして、更新プログラムが自動的に承認されるコンピュータのグループを変更します。
8. [同期] ページで、[次へ] をクリックします。
9. [Summary] ページで [Synchronize updates when this wizard closes] チェック ボックスをオンにし、[終了] ボタンをクリックします。
10. [更新プログラム] 領域をクリックします。
11. (必要に応じて) [概要] ページをスクロール ダウンし、[概要] ページの同期状況の部分を表示します。
12. 同期が進行中であることを確認します。初めての同期は非常に集中的にリソース (CPU、RAM、および帯域幅) を使用するため、しばらくお待ちいただく必要があります。このプロセスを終了するのに数時間かかることがあり、この間、コンソールの動作が遅くなったり無反応になる場合があります。
13. 任意 : 同期レポート リンクをクリックして、同期が正常に終了したかどうかを確認します。
4. コンピュータ領域でのコンピュータの管理
a. コンピュータの操作
シナリオの説明
このシナリオでは、検出されたコンピュータの [コンピュータ] 領域からの管理と監視を紹介します。グループ ポリシー オプションを使用している場合は、ポリシーがコンピュータに適用されるまである程度時間がかかります。最初に構成ウィザードを完了してからこのシナリオが終了するまで、24 時間待機が必要になる場合があります。
成功基準
管理されているコンピュータの全詳細の確認、タスクの正常な実行、警告情報の表示、インストールされているソフトウェアと更新プログラムの表示、および管理されているコンピュータのうち選択されたコンピュータのパフォーマンス チャートの表示を実施できます。
手順
1. コンピュータ グループ内のコンピュータの一覧からコンピュータを選択します。
2. [Actions] ウィンドウの [Detect Software and Updates Now] をクリックします。
3. [タスクの実行] ウィンドウの [Run] をクリックします。
4. タスクが正常に実行するまで待機して、タスクの出力を確認します。
注 : タスクが正常に終了すると、この演習が完了し、インベントリがこのコンピュータ上に生成されサーバーに配信できるようになるまで、数分間の待機が必要になる場合があります。
5. 管理されているコンピュータのコンピュータ名、オペレーティング システム、サービス パック、コンピュータ モデル、製造元、およびメモリを表示します。
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6. 管理されているコンピュータのディスク空き領域を表示します。詳細情報を表示するには、ゲージの上にマウス カーソルを移動します。
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7. Essentials 2007 の監視インフラストラクチャは、管理パックを使用してクライアントとサーバーの状態を監視します。[詳細] ウィンドウの [警告] セクションを調べて、選択したコンピュータの状態を確認します。[警告] リンクをクリックして、このコンピュータに関連する特定の警告を表示します。
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8. 管理エージェントが適切にインストールされていると、[Monitoring OK] および [Deployments and Inventory: OK] が表示されます。インストールされていない場合は、エージェントのインストール問題のトラブルシューティングに関するヘルプを表示してください。
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9. Essentials 2007 は、管理対象のコンピュータにインストールされているソフトウェアの情報を収集します。[Installed Software] リンクをクリックして、コンピュータにインストールされているソフトウェアを確認します。
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10. Essentials 2007 は、管理対象のコンピュータのパフォーマンス情報を収集します。リンクをクリックして、特定のコンピュータのパフォーマンスを表示します。
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11. コンピュータに更新プログラムまたは新しいソフトウェア パッケージ (後のシナリオで展開することになっています) が展開されると、展開の状態を表示およびトラブルシューティングできます。コンピュータ グループ内のコンピュータの一覧からコンピュータを選択します。
12. [Actions] ウィンドウの [コンピュータ グループ] セクションで、[Update Deployment Status] をクリックします。
13. 更新プログラムを選択し、その状態を表示します。
b. コンピュータ グループの操作
シナリオの説明
このシナリオは、コンピュータ グループの作成と使用方法を理解するのに役立ちます。
成功基準
コンピュータ グループを正常に作成できます。
手順
1. [ナビゲーション] ウィンドウで [新しいグループの作成…] をクリックします。
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2. グループに名前を付けて、検出されたコンピュータの一覧からコンピュータを選択します。
3. 仮想サーバーでの実行にはパフォーマンス上の制約があるため、コンピュータがグループに表示されるまで数分間の待機が必要になる場合があります。
c. タスクとレポートの実行
シナリオの説明
このシナリオでは、Essentials コンソールのさまざまな領域で利用できるタスクとレポートを理解します。
成功基準
タスクおよびレポートの出力を正常に実行し表示できます。
手順
1. [Monitoring] 領域をクリックします。
2. [コンピュータ] 状態ビューをクリックします。
3. 状態ビュー一覧のコンピュータを選択します。
4. [Actions] ウィンドウの [List Processes] タスクをクリックします。
5. [Run] ボタンをクリックします。
6. [Task Output] ウィンドウを表示し、プロセスの一覧が表示できることを確認します。
7. [閉じる] ボタンをクリックします。
8. [Actions] ウィンドウをスクロール ダウンし、[Actions] ウィンドウの [Windows Computer Reports] セクションの下にあるレポートの一覧を確認します。
9. [Hardware Inventory] レポートをクリックします。
10. [Hardware Inventory] レポートの内容を表示します。
11. レポート ウィンドウを閉じます。
12. [コンピュータ] 領域をクリックします。
13. [All Computers] ビューをクリックします。
14. コンピュータ一覧のコンピュータを選択します。
15. 画面の下中央の [詳細] ウィンドウで (必要に応じて) スクロール ダウンし、[詳細] ウィンドウの [Performance Monitoring] セクションを確認します。
16. [CPU Performance] リンクをクリックします。
17. [CPU Performance] ウィンドウが開きます。ウィンドウ下部の、利用可能な 1 つまた複数のプロセッサ データ ストリームの横にある [Show] チェック ボックスをクリックします。
18. ウィンドウの上部に、チャートが描画されます。
19. [CPU Performance] ウィンドウを閉じます。
5. コンピュータの監視
a. 監視領域を用いた問題の特定
シナリオの説明
[Monitoring] 領域を使用して、監視されているコンピュータおよびデバイスの正常性の状態、警告およびパフォーマンス データを表示します。
成功基準
[Monitoring] 領域を使用して、監視されているコンピュータに対する有効な警告を表示できます。
手順
1. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。
2. [Active Alerts] をクリックして、警告データを表示および閲覧します。
3. [コンピュータ] をクリックして、現在管理されている各コンピュータの状態を表示および閲覧します。 

4. [Discovered Inventory] をクリックして、収集されたインベントリ情報を表示します。 

5. [Distributed Applications] をクリックして、現在管理されている各配布アプリケーションの状態を表示します。 

6. データのビューをフィルタリングする場合は、Essentials ツール バーの [検索] ボタンをクリックします。[Look For] バーに一意の文字列を入力し、[Find Now] をクリックして、この文字列に一致する結果のみを表示します。[Clear] をクリックして、すべてのデータを再度表示します。
b. パフォーマンスの表示
シナリオの説明
Essentials は、多種多様なオペレーティング システムとアプリケーションのパフォーマンス カウンタを監視します。これらのカウンタは、[Monitoring] 領域のパフォーマンス ビューで表示できます。
成功基準
パフォーマンス カウンタが、選択されているカウンタとコンピュータのビューに表示されます。
手順
1. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウの [Microsoft Windows Server] フォルダを展開します。
3. [Operating System Performance] ビューをクリックします。
7. 利用可能なパフォーマンス カウンタをいくつか選択し、Essentials によって管理されている Windows サーバーのパフォーマンスを表示します。
c. 新規ビューの作成
シナリオの説明
Essentials は、ユーザーにとって重要な監視情報を表示できるカスタム ビューの作成をサポートしています。このシナリオでは、過去 24 時間以内に作成された警告のみを表示するビューを順を追って作成します。
成功基準
新しいビューを正常に作成でき、過去 24 時間以内に生成された警告のみを表示できます。
手順
1. 新規ビューを作成するには、ナビゲーション ツリーの [Monitoring] をクリックして、[New view followed by Alert View] をクリックします。ツリーの [Monitoring] を右クリックして [New] -> [Alert View] を選択しても、新規ビューを作成できます。
2. 「Alerts created in the last 24 hours」というラベルがついた警告ビューに、名前を入力します。簡単な説明を入力して、[created in specific time period] チェック ボックスをオンにします。
3. [Criteria description] ボックスのハイパーリンクをクリックします。ダイアログで、期間に 24 時間を入力します。[OK] をクリックして期間を確認し、再度 [OK] をクリックしてビューを作成します。
6. ネットワーク デバイスの監視
a. ネットワーク デバイスの検出とその状態の表示
シナリオの説明
Essentials は、ルーター、スイッチ、およびプリンタなどのネットワーク デバイスの監視をサポートします。このシナリオでは、これらのネットワーク デバイスの検出と監視手順を順に確認していきます。
成功基準
検出ウィザードを使用して、環境内のネットワーク デバイスを検出し、[Network Device State] ビューでこれらのデバイスの状態情報を受信できます。
手順
1. [Administration] ナビゲーション ボタンをクリックします。[Discovery Wizard] リンクをクリックし、検出ウィザードを開始します。 
2. [Welcome] ページで、[次へ] をクリックします。 
注 : [Welcome] ページで [Do not show this page again] チェック ボックスがオンになっていると、検出ウィザードの実行時にこのページは表示されません。 

3. [Auto or Advanced] リンクをクリックします。 
4. [Advanced discovery] をクリックし、[Computer & Device Types] 一覧で [ネットワーク デバイス] を選択します。 
5. スキャンする範囲の開始および終了 IP アドレスを入力して、[Community String] ボックスに適切な SNMP コミュニティ文字列を入力します。[Discover] をクリックします。 
6. 進捗状況バーから、検出プロセスの進み具合がわかります。検出が完了すると、[Discovery Results] に検出されたコンポーネントが表示されます。管理するコンポーネントをクリックし、必要なプロキシ エージェントを選択します。[次へ] をクリックします。 
7. [Summary] ページには、管理対象として選択された SNMP エージェントの数が含まれています。 
8. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。 
9. [Network Device State] ビューをクリックして、検出されたデバイスの状態の詳細を表示します。 
b. ネットワーク トポロジの表示
シナリオの説明
Essentials には、ネットワーク デバイスをサブネット グループにグループ化するネットワーク トポロジのダイアグラム ビューがあり、環境内のサブネットにどのデバイスが存在するかを簡単に確認できるようになっています。  
成功基準
[Network Topology Diagram] ビューには、検出されたサブネットとネットワーク デバイスが表示され、適切なサブネットにグループ化されています。
手順
1. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウの [ネットワーク デバイス] フォルダを展開します。
3. [Network Topology Diagram] ビューをクリックします。 

7. 監視の調整
a. 管理パック テンプレートを用いた監視の追加
シナリオの説明
Essentials により、カスタマは簡単なウィザードを使用して Windows サービスを監視できます。このシナリオでは、ユーザーが選択した Windows サービスの状態とリソース利用率の監視を構成します。
成功基準
サービスが停止したとき、監視されている Windows サービスに対して警告が生成されます。
手順
20. [Authoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。
21. [Management Pack Templates] を右クリックして、[Add Monitoring Wizard] をクリックします。 

22. 監視タイプの一覧から [Windows サービス] を選択して、[次へ] をクリックします。 

23. [名前] ボックスに Windows サービスの名前を入力し、簡単な説明を入力します。新しいコンポーネントが保存される管理パックを選択します。[次へ] をクリックします。 

24. […] ボタンをクリックして、ローカルまたはリモート コンピュータ上の Windows サービスを閲覧します。 

25. クリックしてサービスを選択して、[OK] をクリックし、続いて [Create] をクリックします。 

26. 新しく作成された Windows サービスが、[Management Pack Templates] ビューの [Windows サービス] フォルダに一覧表示されます (すぐに表示されない場合は、メイン メニューから [View]、[Refresh] を選択します)。 

27. [Management Pack Objects] ノードをクリックしてノードを展開し、[モニタ] をクリックします。
28. [モニタ] ビューには、ビューが範囲指定されていることを示す黄色のバーがあります。黄色のバーの [スコープの変更] リンクをクリックします。[Scope MP Objects by Target(s)] ダイアログが開きます。[すべてクリア] をクリックして選択されている既存のターゲットを削除し、作成したサービス コンポーネントをターゲットとして選択します。[OK] をクリックします。
29. [Service node]、[Entity Health]、および [Availability] を展開します。[Service Running State] を右クリックして [プロパティ] を選択し、[製品ナレッジ] をクリックして、新しいモニタの機能を学習します。 

30. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。 

31. [コンピュータ] を右クリックし、[表示の個人用設定…] を選択します。 
32. [Columns to display] 一覧で、新しく作成されたサービスの名前を選択し、[OK] をクリックします。 

33. Windows サービスの状態が、サービスが検出されたすべてのコンピュータ上で新規列として一覧表示されます (表示するためにビューのスクロールが必要になる場合があります)。 

34. 監視されているコンピュータの行の 1 つで、作成した [Windows サービス] 列の下にあるサービスの状態アイコンをダブルクリックします。新しい [State] ウィンドウが表示されます。
35. [State] アイコンを右クリックし、<サービス名> タスク (<サービス名> は作成したモニタです) を展開し、[Stop NT Service] をクリックします。[タスクの実行] ダイアログが表示されます。タスクを実行する前に、サービスが実行されていることを確認してください。
36. ダイアログの [Run] をクリックします。これによって、Windows サービスを停止するタスクが実行されます。 

37. [閉じる] をクリックします。[State] ウィンドウを閉じて、Operations Manager のメイン コンソールに戻ります。
38. [Active Alerts] ビューをクリックし、警告が生成されたことを確認します。 

注 : 警告の表示には数分かかる場合があります。
b. 上書きによる監視の調整
シナリオの説明
特定の規則の警告を受信したくない場合は、上書きを使用して、その規則を無効にすることができます。このシナリオでは、現在 [Active Alerts] ビューに表示されている警告の監視を無効にします。
成功基準
選択されたコンピュータに対して無効になっているモニタから、警告が送信されなくなります。
手順
1. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックして、[Active Alerts] を選択します。
1. 警告の 1 つをクリックして [Operations Manager] ツール バーの [上書き] ボタンをクリックします。
2. ドロップダウン リストから [Disable the Monitor] (または [Disable the Rule if the alert was generated by a rule]) をポイントして、[For the object: <オブジェクト名>] (<オブジェクト名> は、オブジェクトの名前です) をクリックします。 

3. 確認メッセージで [はい] をクリックします。オブジェクトのモニタを無効にする上書きが作成されます。
c. モニタを用いた新規監視の追加
シナリオの説明
1 つまたは複数の診断をモニタに追加できます。このシナリオでは、自動診断による新しいモニタの追加について順に確認していきます。
成功基準
モニタを追加してスプーラ サービスを停止すると、Health Explorer に tasklist.exe の出力を表示できます。
手順
1. [Authoring] ナビゲーション ボタンをクリックします。
2. ナビゲーション ウィンドウで、[Management Pack Objects] に移動して [モニタ] をクリックします。
3. ツール バーの [スコープ] ボタンをクリックして、[Scope MP Objects by target(s)] ダイアログを開きます。コンソールが既に範囲設定されている場合は、スコープ バーの [スコープの変更] リンクをクリックします。
4. [View all targets] オプションを選択し、[すべてクリア] を選択して、以前に選択されたターゲットをすべて削除します。
5. [Look for] テキスト ボックスに、「Windows サーバー」と入力します。
6. ターゲットの一覧で、[Windows サーバー] ターゲットの横にあるチェック ボックスをオンにします。
7. [OK] ボタンをクリックして、スコーピング ダイアログを閉じます。
8. モニタ ツリーで、ツリーを [Windows サーバー]、[Entity Health]、および [Availability] にまで展開します。
9. [Availability] を右クリックして [Create Monitor] を選択し、[Unit Monitor] を選択します。
10. モニタの種類の選択ページで、[Basic Service Monitor] を選択します。これは、[Windows サービス] フォルダにあります。  

11. 管理パックとして [Default Management Pack] を選択し、モニタを保存します。
12. [次へ] をクリックします。
13. そのモニタ名に 「Spooler Health」 を入力し、必要に応じて説明を入力します。
14. モニタのターゲットが [Windows サーバー] に設定されており、[Parent Monitor] が [Availability] に設定されていることを確認します。
15. [次へ] をクリックします。
16. スプーラとしてサービス名を入力します。
17. [次へ] をクリックします。
18. 正常性の状態については、既定値を使用します。
19. [次へ] をクリックします。
20. 必要に応じて、このモニタの警告設定を選択します。
21. [Create] をクリックします。
22. モニタが作成されると、このシナリオの最初に選択した Windows サーバー ターゲットの [モニタ] ビューに戻ります。
23. Windows サーバーの [Availability] モニタを展開します。
24. 作成されたモニタを探し、右クリックして [プロパティ] を選択します。
25. [Diagnostic and Recovery] タブをクリックします。
26. [Configure Diagnostic Tasks] で [追加] をクリックし、[Diagnostic for critical health state] を選択します。
27. [Run Command] を選択し、使用する管理パックとして既定の管理パックを選択します。
28. 名前を 「Get Task List」 と入力し、必要に応じてタスクの説明を入力します。
29. 正常性の状態が [Critical] に設定されており、診断対象が [Windows サーバー] に設定されていることを確認します。
30. [Run diagnostic automatically] のチェック ボックスがオンになっていることを確認します。
31. [次へ] をクリックします。
32. 完全ファイル パスに「%windir%\system32\tasklist.exe」と入力します。パラメータは指定しません。
33. [Capture and display output] チェック ボックスをオンにします。
34. [Create] をクリックします。
35. [OK] をクリックして、モニタを保存します。
36. モニタの変更がエージェントに送信されるまで、しばらくお待ちください。
モニタと診断が作成されました。以下の手順では、状態を変更し診断出力を確認していきます。
1. Operations Manager によって監視されている Windows サーバーで、サービス MMC スナップインを使用するか、コマンド ラインに「net stop spooler」を入力して、印刷スプーラを停止します。
2. [Monitoring] ナビゲーション ボタンをクリックして、[Monitoring]、[Active Alerts] の順に移動します。
3. サービスが停止されたことを示す警告が表示されます。
4. 警告を右クリックし、[Open]、[Health Explorer] の順に選択します。
5. ヘルス モニタの [Entity Health]、[Availability] 下に作成されたモニタに移動します。Spooler Health と呼ばれるモニタを選択します。
6. [State Change Events] タブをクリックし、サービス停止による状態の変更を選択します。
7. [詳細] セクションで、サービスの停止時に実行された診断の出力が確認できるように移動します。現在実行中のプロセスを表示する tasklist.exe の出力が表示されます。
8. 印刷スプーラ サービスを再度実行して、モニタを正常な状態に戻します。
診断が自動的に実行されるように設定されている場合でも、診断を Health Explorer から手動で再実行できます。 

8. 更新プログラム領域での更新プログラムの管理
a. 更新プログラム領域の使用
シナリオの説明
Essential の主な特徴の 1 つは、Microsoft のソフトウェア更新プログラムを展開およびレポートできることです。更新プログラムを使用する場合、コンソールの左下にある [更新プログラム] 領域をクリックします。この領域を使用して、Microsoft と同期を取ったさまざまな更新プログラムを表示し、特定のコンピュータ グループに展開するために更新プログラムを承認できます。
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更新プログラムは、事前に定義された [更新プログラム] ビューにグループ化されますが、既定のビューでは不十分な場合は、この領域に独自のカスタム ビューを作成することもできます。  

成功基準
独自のカスタム更新ビューを作成できるだけでなく、同期化した更新プログラムのすべてを簡単な方法で検出できます。
手順
更新の同期が正常に行われたことの確認
更新管理を使用して、Microsoft Updates Web サイトの更新プログラム、または必要なサードパーティ製更新プログラムを、管理されているコンピュータに展開できます。左下にある [更新プログラム] をクリックして、[Update Management] 領域に移動します。
	タスク
	詳細な手順

	更新ビューの表示
	1. [Update Management] ビューでは、更新プログラムが分類に基づいて表示されるため、より簡単に更新プログラムを使用できます。


	更新プログラムの表示
	2. [All Updates] ビューを選択し、展開に使用できる更新プログラムを一覧に表示します。
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	承認の状況
	3. 更新の承認状況を、前の課題にある更新管理の構成ウィザードで選択したオプションと比較します。たとえば、重要なセキュリティ更新プログラムを自動的に承認すること (既定のオプション) を選択した場合、すべての重要なセキュリティ更新プログラムの展開が自動的に承認されるように設定されていることを確認します。
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Approved for Instaltion
Approved for Instaltion
Approved for Instaltion
Approved for Instaltion
pproved for Instalation





	検索機能の使用
	4. 検索機能を使用して、更新プログラムの一覧をフィルタリングし、特定の更新プログラム (例 : Office 2003 Service Pack 2) を抽出します。注 : この例では、組織に対する更新プログラムの同期を選択したと仮定しています。

	特定の更新プログラムの詳細の表示
	5. 一覧の更新プログラムを選択し、特定の更新プログラムの詳細を表示します。

	Web へのリンク
	6. [詳細] ウィンドウを使用して、Microsoft Web サイトへの各リンクをクリックし、選択した更新プログラムの詳細を表示します。
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	プロパティ ページのオープン
	7. 更新プログラムを並べて比較できるように、更新プログラムの詳細情報を含むプロパティ ページを開くことができます。更新プログラムを選択し、そのプロパティ ページを開きます。同じプロセスを別の更新プログラムに対して繰り返し、選択した 2 つの更新プログラムを比較します。

	新規更新プログラム ビューの作成
	8. [ナビゲーション] ウィンドウで [新しいビューの作成…] をクリックします。
9. ビューに対して、以下の基準を指定します。
a. 名前: "My Office Updates"
b. 基準: 特定の製品 - Microsoft Office あり
10. [OK] をクリックして、グループを作成します。
11. このグループに、同期したすべての Microsoft Office 更新プログラムが含まれていることを確認します。
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b. サード パーティ製の更新プログラムの作成
シナリオの説明
独自の更新プログラムを作成し展開すると、更新プログラムの内容を Microsoft または他のサード パーティにホストさせなくても、ユーザー コンピュータに展開できるようになります。必要なのは、サーバー上に更新プログラムを配置し、簡単な新規更新プログラムの作成ウィザードに従うことだけです。ウィザードを使用してこの更新プログラムをパッケージ化すると、この更新プログラムを、他の更新プログラムと同じように展開し管理できます。このような更新プログラムの例として、Microsoft Hotfixe、他の会社から提供されたソフトウェアに対する更新プログラム、あるいは内部の基幹業務アプリケーションに対する必要な更新アプリケーションなどが挙げられます。
成功基準
独自の更新プログラムの作成、コンピュータへの展開、およびその更新プログラムに対する展開状況の表示を実行できます。
手順
最新の更新プログラムの Macromedia Flash Player への展開 
SCE を使用すると、サードパーティ製のソフトウェア更新プログラムおよび修正プログラムを展開できます。このシナリオでは、Macromedia Flash player を実行しているコンピュータに修正プログラムを適用します。この展開では、最新バージョンの Macromedia Flash  が、エンドユーザー コンピュータで動作していることを確認します。既存バージョンの Flash が動作しているコンピュータ、または Flash をまだインストールしていないコンピュータに、このパッケージを展開できます。  

以下から更新プログラムのファイルをダウンロードします。
http://fpdownload.adobe.com/get/flashplayer/current/licensing/win/install_flash_player_9_active_x.msi
1. ファイルをデスクトップに保存します。  

	タスク
	詳細な手順

	更新プログラムの作成
	1. [更新プログラム] 領域に移動して、[新しい更新プログラム] をクリックします。
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2. [Update Setup File] セクションで [参照…] をクリックして、ダウンロードした install_flash_player_9_active_x.msi ファイルを選択します。
3. [Include all files…] をオフにします。
4. 更新プログラムに名前 (例 : Latest Flash Player) を付け、説明 (例 : 最新バージョンへの Macromedia Flash player 更新) を入力します。
5. このページでパッケージのサイズ (4.78 MB) を確認します。
6. ウィザードを続行して、更新プログラムを作成します。


	サード パーティ製更新プログラムの展開
	7. 新しい更新プログラムを選択して [承認] をクリックします。
8. [すべてのクライアント] コンピュータ グループの 1 つに対して、更新プログラムを承認します。



c. サード パーティ製更新プログラム カタログのインポート
シナリオの説明
企業は Microsoft と連携して、ユーザーが企業の製品の更新プログラムを展開するのを支援しています。このような企業は、Web サイトに更新プログラムのカタログをホストしているため、Microsoft は、この更新プログラムのダウンロードを選択するための簡単なウィザードを提供します。
成功基準
パートナー カタログのサード パーティ製更新プログラムをインポート、承認、展開できます。
手順
1. [更新プログラム] 領域に移動します。
2. [Updates Overview] ページで、[タスク] の下にある [Import partner catalog] リンクをクリックします。
3. ウィザードに従って、Citrix または 1E カタログのいずれかを選択します。
4. ウィザードを使用して、これらのカタログをインポートします。
5. インポート後に更新プログラムのサイズを表示し、サイズがゼロ バイトより大きいことを確認します。
d. 更新プログラムの適用状況の把握
シナリオの説明
更新プログラムが展開されると、環境が完全に更新されているかどうかを把握するために、更新プログラムの適用状況を判定できる対話型レポートを表示できます。
成功基準
更新プログラムが展開されてから 24 時間以上経過すると、承認対象のコンピュータごとに更新プログラムの展開状況を表示できます。コンピュータがインストールに失敗したか、インストールが進行中の場合は、展開状況のレポートを使用して、失敗した理由、または進行中の理由を簡単に診断できます。
手順
1. [All Updates] ビューで更新プログラムを選択します。
2. [Actions] ウィンドウの [Deployment Status Report] をクリックします。
3. レポートの [In progress] セクションをクリックして、どのコンピュータのインストールが進行中かを表示し、コンピュータの一覧を確認します。  

4. 各コンピュータをクリックし、更新の状態を確認します。
9. ソフトウェア領域でのソフトウェアの展開
a. 簡単なソフトウェア アプリケーションの展開
シナリオの説明
この機能領域を使用して、ソフトウェア パッケージを作成し、管理されるように構成したクライアントおよびサーバー コンピュータに展開できます。コンソールの左下にある [ソフトウェア] をクリックすると、[Software Distribution] 領域にアクセスできます。  
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成功基準
Windows Defender を、すべてのクライアント コンピュータに正常に展開できます。
手順
Microsoft Windows Defender の展開 
このシナリオでは、Microsoft のスパイウェア対策アプリケーション (Windows Defender) を、会社のコンピュータ グループに展開します。このシナリオを準備するために、以下に移動して、Windows Defender の MSI セットアップをダウンロードします。
http://www.microsoft.com/athome/security/spyware/software/default.mspx
[Download it here] をクリックし、手順に従ってソフトウェア パッケージをダウンロードします。
以下のパッケージへの直接リンクを使用することもできます。
http://www.microsoft.com/downloads/details.aspx?FamilyId=435BFCE7-DA2B-4A6A-AFA4-F7F14E605A0D&displaylang=en&mg_id=10134
	タスク
	詳細な手順

	ソフトウェア パッケージの作成
	1. [ソフトウェア] 領域に移動して、[Create and Deploy a New Software Package] をクリックします。
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2. オープンしたウィザードで [参照…] をクリックして、ダウンロードした WindowsDefender.MSI を選択します。
3. ソフトウェア パッケージの名前が正しいことを確認し、説明を入力します。MSI ファイルについては、ソフトウェア パッケージの名前が自動的に検出され入力されているため、その名前が正しいことを確認します。
4. ソフトウェア パッケージのサイズを確認します。
5. ソフトウェア パッケージの内容を確認します。
6. ソフトウェア セットアップは自己完結型なので、[Include files and folders…] チェック ボックスをオフにします。
7. ウィザードを完了してパッケージを作成し、パッケージが正常に作成されたことを確認します。パッケージが作成されたら、前の課題で作成したグループに対してインストールを承認するオプションをオンにします。

	ソフトウェア パッケージの展開
	8. このパッケージを受け入れるコンピュータ グループを指定し、[OK] をクリックします。


b. Microsoft Office 2007 評価版の追加/削除プログラムへの展開
シナリオの説明
このシナリオでは、Office 2007 をクライアント コンピュータ グループの "追加/削除" プログラムに展開し、Office 2007 をインストールします。
成功基準
Office 2007 評価版のパッケージを正常に作成できます。
手順
1. 以下の Microsoft Web サイトから Office 2007 の評価版をダウンロードします。
a. http://us1.trymicrosoftoffice.com/product.aspx?sku=3082907&culture=en-US
2. このパッケージは 2 つのファイルとしてダウンロードされますので、コンピュータ上のフォルダに配置します。他のファイルは配置しません。
3. [Create New Software Package] ウィザードを開き、セットアップ ファイルとして .EXE ファイルを指定します。
4. 必ず "すべてのファイルとサブフォルダ" を含めるようにしてください。これによって、2 つのファイルが必ずソフトウェア パッケージに追加されます。
5. ウィザードを完了します。展開オプション画面が表示されたら、このパッケージの承認対象のコンピュータ グループを選択すると同時に、[Publish to Add/Remove Programs] がオンになっていることを確認します。
6. この手順が完了したら、24 時間以内に、承認されたコンピュータ グループ内のコンピュータで、[コントロール パネル] -> [プログラムの追加と削除] ダイアログから Office 2007 評価版をインストールできるようになります。
c. ソフトウェア展開の状態の把握
シナリオの説明
ソフトウェア パッケージが展開されると、環境全体に適用されているかどうかを把握するために、ソフトウェアの適用状況を判定できる対話型レポートを表示できます。
成功基準
ソフトウェア パッケージが展開されてから 24 時間以上経過すると、承認対象のコンピュータごとにソフトウェアの展開状況を表示できます。コンピュータがインストールに失敗したか、インストールが進行中の場合は、展開状況のレポートを使用して、失敗した理由、または進行中の理由を簡単に診断できます。
手順
5. [All Software] ビューで、ソフトウェア パッケージを選択します。
6. [Actions] ウィンドウの [Deployment Status Report] をクリックします。
7. レポートの [In progress] セクションをクリックして、どのコンピュータのインストールが進行中かを表示し、コンピュータの一覧を確認します。  

8. 各コンピュータをクリックし、展開の状態を確認します。
10. レポート領域でのレポート
a. レポートの実行
シナリオの説明
このシナリオでは、Essentials 2007 の専用レポート領域からのレポートの実行について理解します。[概要] ページに表示されている "Essential 構成" タスク (機能の構成ウィザード、Microsoft Update 設定の構成、管理するコンピュータの検出) がすべて完了していることを確認します。パフォーマンスと可用性が収集されるのを 24 時間以上待つ場合もありますので、レポートが関連してきます。
成功基準
[レポート] 領域に移動し、必要なレポートを検出できます。
手順
1. Essentials 2007 コンソールを開き、[レポート] 領域に移動します (ショートカット キー : Ctrl+5)。
2. ナビゲーション ウィンドウを使用してフォルダ階層を移動し、Essentials 2007 によって既定でインストールされているパフォーマンス、可用性、および構成のレポートを探します。
3. 開くレポートをダブルクリックします。
4. 開始日付に対して "昨日" などの基準を指定します。
b. 監視情報のレポート
シナリオの説明
このシナリオでは、パフォーマンス、可用性、他の監視関連のレポートの実行について理解していきます。[概要] ページに表示されている "Essential 構成" タスク (機能の構成ウィザード、Microsoft Update 設定の構成、管理するコンピュータの検出) がすべて完了していることを確認します。パフォーマンスと可用性が収集されるのを 24 時間以上待つ場合もありますので、レポートが関連してきます。
成功基準
実行するすべてのレポートを読んで理解できます。また、そのレポートに表示されているデータは正確です。
手順
1. [Monitoring] 領域に移動します。
2. ナビゲーション ウィンドウの [コンピュータ] 状態ビューをクリックします。
3. 管理しているコンピュータのいずれかを選択します (できれば、24 時間以上は管理しているコンピュータ)。選択するには、行を 1 度クリックします。 

4. [Actions] ウィンドウで、[Availability] レポートを選択します。
5. [From] ボックスの一覧で、[昨日] を選択します。
6. [Run] をクリックして、レポートを実行します。
7. "パフォーマンス" および "警告" レポートについて、手順 3 ～ 6 を繰り返します。
c. 変更および構成情報のレポート
シナリオの説明
このシナリオでは、変更関連の情報を表示するプロセス、およびコンピュータの詳細なハードウェアおよびソフトウェア インベントリをレポートするインベントリ管理パックをインポートするプロセスについて確認していきます。
成功基準
レポートを正常に表示し、レポートの基準を変更できます。また、このレポートに表示されているデータを理解できます。
手順
変更レポートの構成
1. [Monitoring] 領域に移動します。
2. ナビゲーション ウィンドウの [コンピュータ] 状態ビューをクリックします。
3. 管理しているコンピュータのいずれかを選択します (できれば、24 時間以上は管理しているコンピュータ)。選択するには、行を 1 度クリックします。 

4. [Actions] ウィンドウで、[Configuration Changes] レポートを選択します。
5. [From] ボックスの一覧で、[昨日] (または関連する時間範囲) を選択します。
6. [Run] をクリックして、レポートを実行します。
ハードウェアおよびソフトウェア インベントリ レポート
1. [コンピュータ] 領域に移動して、コンピュータを選択します。
2. [Actions] ウィンドウの [レポート] セクションにある [ハードウェア インベントリ] をクリックします。
3. また、[レポート] タブの [ソフトウェア インベントリ] をクリックして、そのコンピュータの完全なソフトウェア イベントリを確認します。
11. 日次の状態レポートの使用と構成
a. 日次の状態レポートの構成とテスト
シナリオの説明
日次の状態レポートは、System Center Essentials が毎日自動的に生成し、電子メールで Essentials 2007 管理者に送信する、状態の概要レポートです。日次の状態レポートには、インベントリ、ソフトウェア、更新プログラム、監視データ、および完了する必要がある主要なアクションに関する概要情報が含まれています。
成功基準
日次の状態レポートの構成をテストできます。日次の状態の完全なレポートが、15 分以内に電子メールで送信されます。
手順
1. [管理] セクションに移動します (Ctrl+6)。
2. ナビゲーション ウィンドウで、[設定] をクリックします。
3. [サーバー] カテゴリで [Daily Health Report] をダブルクリックします。
4. [はい] を選択して、状態レポートを構成します。
5. [受信者] ボックスで、日次の状態レポートを送信するアドレスを指定します。
6. 電子メールの送信に使用する SMTP サーバーを指定します (ドメイン内の SMTP サーバーを指定できます。また、使用しているアクション アカウントには、このサーバーから電子メールを送信する権限が必要です) 。
7. SMTP ポートを指定します (通常はポート 25)。
8. 認証モードを指定します (通常は "匿名" ですが、環境設定に合うように変更できます)。
9. すべての項目に適切に入力してから、[テスト] ボタンを 1 度クリックします。
b. 日次の状態レポートの表示
シナリオの説明
このシナリオでは、日次の状態レポートを表示するプロセスと、このレポートから取得できる情報について確認していきます。
成功基準
送信された "テスト" メールで、日次の状態レポートを表示できます。また以前のシナリオで設定した予定時刻に日次の状態レポートを受信できます。最後に、[レポート] の [コンピュータ] 概要ページから、状態レポートをいつでも表示できます。
手順
1. 事前に "受信者" として指定したアカウントの電子メール クライアントを開きます。 

2. "System Center Essentials Daily Health Report" というタイトルの電子メールを表示します。
3. このレポートのデータが、現在の環境のデータ (Essentials コンソールで表示可能) と一致していることを確認します。
日次の状態レポートを表示する別の方法
1. [コンピュータ] 領域に移動します。
2. [概要] ページで、[レポート] セクションの [Health Report] をクリックします。
